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[自社コールセンターの積極活用] 

テレホンアポイント営業(6台の電話を使用し担当者６名から10名で実施)を自社で行っている。そ

のほか全国の同業者(15社)からも請け負っている。依頼は「指定エリアに対し、週に△△件の電話で、

週に〇本の試供品開拓」等のように来る。 

テレアポを約2,500件/月実施し、約900件のお試し顧客が取

れる。県民性、競合相手、請負先の信頼度、知名度や季節など

により異なるが、新規開拓率は15％くらいであり、試供品を試

した世帯のうち10～15％が本契約になる。 

手数料はアポイント1,000～1,500円/件×△△件＝手数料収

入、契約1件につき千円の成功報酬など様々である。飛び込み

株式会社ファインコミュニケーション 
宮城県栗原市 

http://www.fine-c.co.jp/ 

昼配とテレアポで顧客をつかむ牛乳宅配店 

 店舗概要  

創 業 年 1961年(昭和36年)  

売場面積 173.9㎡（52.7坪） 

 従 業 員 22.2人 

 営業時間 8：30～18：00 

 定 休 日 日曜日 

 売 上 高 234,124(千円) 

 商品構成  

牛乳類白物飲料  60.3％ 

牛乳類色物飲料  10.1％ 

牛乳類醗酵乳   13.6% 

牛乳類デザート  2.3% 

食品(地域物産等)  7.5% 

宅配水       1.2% 

その他 

(テレホンアポイント営業請負)5.0% 

2.0% 

 経営方針  

地域の皆様と素敵なコミュニケーションを深め「笑顔」「健康」「喜び」

「感動」を大切にお届けし・地域に必要とされる会社をめざす。 

お客様の声に耳を傾け、無理に売るのではなくお客様のためになる商

品を提案する。 

 社員・従業員から信頼される企業であること。また1人1人が頼り 

がいのあるメンバーであり、やりがいを感じる企業をめざす。 
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訪問の営業活動より、低コストであると感じている(牛乳試供品の新規開拓費用＝飛び込み営業＠10

～15千円に対し、テレアポ＠7～8千円)。 

コールセンターは当社のお客様センターとしても機能し、お客様とのコミュニケーションにも役だ

っている。 

 

[宅配のメリットを生かすバラエティ豊かな商品構成] 

商品構成は、牛乳・乳飲料を中心に多様な商品を取り扱っている。特に力を入れているのが、地元

農家(栗原市内の農家１軒)の「生で食べられるとうもろこし」や全国各地から直接取り寄せる各地の

自慢の商品(菓子、惣菜が中心)である。 

全国の200品目くらいを取扱、スポット商品として取りあげ販売をしている。最近では食品の売上

が17,556千円となり売上全体の7.5％を占め、牛乳購入世帯の6～7割がこれらの食品を購入してい

る。売れ筋情報の収集には主にインフォマートを窓口として全国の情報を収集している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[昼配達の実施によるメリット] 

きっかけは、女性社員の雇用問題であった。 

牛乳配達というと、通常早朝よりの配達が一般的であったが、配達員の確保等が難しくなり昼配を

検討した。 

早朝の配達は道路の混雑などがないため配達効率は高いというメリットがある。逆に昼配のメリッ

トを考えた結果、配達時の声掛け、商品の手渡し、在宅確認、日替り特売品や各地の自慢商品の販売

などが浮かび上がり、平成14年から始め現在に至っている。直接の声かけにより、在宅(元気)確認が

できる。独居の高齢者などには「安心」を感じてもらえるなど、高齢化社会に合致したシステムとな

っている。実際に体調不良の連絡を2回した経験がある。 

販売促進面から見ても、常日頃から顔見知りとなることによりコミュニケーションが取れ、お得な

商品の提案などが直接行えるなどメリットは大きい。 

また当社では、配達車両は冷蔵車両で品質管理を徹底し行い、配達車両に豆腐などの日配品や煮魚、

煮物など20品目くらいを積み、移動販売を行い、高齢者を中心に販売を行っている。 
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【店舗立地】 

  当社は、栗原市(宮城県)の若柳町(合併前の町)の郊外の幹線道路に立地。 

商圏人口は栗原市の人口7万４千人(人口伸び率▲6.6%、世帯数23,407)。 

消費者向けの販売が中心(86.4%)であり、業務用(保育所、老人ホームなど)は3.4％と少ない。

また、卸売が5.2％ある。当社の商圏は、栗原市と登米町が中心である。 

宅配の件数は1日平均1,600件くらいである。 

 

【店舗実績】 

経営者は2代目で、50才である。 

1980年に高校を卒業後、岩手県の大規模牛乳店に2年間勤務

した。1982 年に三浦牛乳店(父が経営)に入店した。1992 年よ

り、実質的な経営者として経営全般を担当している。2002年に

有限会社を設立、2008年に株式会社に組織変更をしている。 

社長が経営全般を担当し、社長夫人は監査役となっている。

男性社員 6 名・女性社員 5 名と女性が中心のパート社員 13 名

が勤務している。 

 
代表取締役の三浦哲也さん → 


